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 研究課題の総合的な評価  

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

 
 
 評価意見 

本研究課題では、人間の生体軟組織などに見られる軟組織を人工的に実現するた

め、ゲルに関する機能性と生体親和性に関する研究を比較的少人数で行っている。 

例えば、平面状ゲルの作成に関して方向性を持たせ、これを縦横に配置することで

力学特性の優れた高弾性かつ高靭性を持たせるなど、創意工夫が顕著に見られる。ま

た、動物実験を積極的に行い、医療的な応用に関しても並々ならぬ努力を重ねており、

軟骨再生や血管内皮細胞などへの応用に関して有望な知見を得るなど、研究代表者の

卓抜なアイデアの下で効率の良い研究が行われていると判断される。 

現状では期待どおりの成果が得られ、研究チームもまとまっているが、今後のさら

なる研究の進展を期待したい。 

 
 

  


